
タイヤ魚、保設 置効米融金

I 詞 重 昌 的

昭和 44.年度からの継続事業で，投資効呆を増大し沿岸漁業経営の安定に寄与する。

E 副司重量内容

1.調査期同 昭和45年5月18日-10月5日まで

2 調査場所 鯵ケ沢沖合(前年度と同位置場所に設置した。)

3. 調査員及び調査船

調査員 技師沢田兼造，技師団村真通

調査船 試験船瑞鴎丸4O. 8トン 16 0，馬力，庸船第3長栄丸 3.49トン25馬力

4守 嗣査項目

1 タイヤ魚縫製作工程の検討

2 タイヤ魚犠稿亘調査 シ三

3 魚繰効呆詞査

(1) 漁獲試験及び集魚1犬前調査

(2) 標本船Kよゐ魚種男Ij漁獲高

5. 調査方法 前年度魚線設置場所を確認するため試験船瑞鴎丸を刷用した.叉，効果調査を実

施するにあたり，第3長栄丸を傭船し，漁法は一本釣漁法を用いた。

雌詞重量結呆

1. タイヤ魚犠製作工程の検討

工程は昭和44年度同様であるが，タイヤの大きさ Kよって組立を変更したのもある(工程図は

省略)。

2. 前年度魚係設置場所及び投入状況

鯵夕、沢漁業協同組合の共同漁業権漁場内で，鯵グ沢港赤灯台から北東 2.2浬，水深 20-2 3m 

のところに(昭和44年度設置場所と同じ)決定し試験船瑞鴎丸によって，昭和 45年 5月22日

から投入闘始し 3日時で 1，00 0本の投入を完了した。なお設置地点の底質は共殻混りの粗砂であ

ゐ。

3. 水中テレピによるタイヤ魚線検亘調査

昭和 45年 6月8日試験船育鵬丸で，魚僚の積重論査を水中テレビによって実施したところ，タ

イヤ魚礁は，原型のま~ 1組づっ 1-2m程度の距離で散在しているのが観察された。又，盟to4 

4年度設量したタイヤ魚礁には大部分海藻が附着し，付近Kは小魚の滋泳が認められた。

4. 魚線効呆調査

鯵ク沢港本尉処の第3長栄丸(3.9トン 25馬力)を庸船し魚線設置場所を魚探で採宗，魚採反応ー

の有無をたしかめながら l本釣による漁業試験を，実施した。調査は昭和 45年8月下旬-10月

上旬まで各月 1回実施した。

5. 漁獲試験及び魚探反応調査

漁獲試験の結呆は8月28 8は魚採反応、はあったが，餌付か悪く漁獲背無K終り， 9月上旬はタ

イ80%，エゾメバル 20%であった。 10月上旬にはソイ 46%，エソ・メパ}v8 8 %，タイ 16 

%であった(第 1，2表，議 1，2凶)。
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第 1表

845年9月813

第 2表

845年 10月5日 漁業試験漁獲高
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との際司時K実施したタイヤ魚線上における魚探反応、は下凶のとおりでζれから 7月より 10月K

かけて魚種。t不明であるが，時期を間わず蝿集しているのが，認められ設置効呆か推察された。
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6. 標本船Kよる魚種別漁獲高
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S 4 5年8月28日

漁獲試験の外K鯵グ沢港を根拠とする小型船(3-6トン級)5隻を標本船とし，漁獲調査を実施

したととろ下記のとおりである。
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第 3表 (標本船 3隻による)

標本船Kよる魚種別漁獲高
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第3表の魚種別漁獲量は標本船によってタイヤ魚儀付近で三杭網漁法によって漁獲されたものであ

る。 339k1309を魚種男Ijにみると，ヒラメが全体の 85.2 8 %を占め，その外エゾメバル 5.1 

7%，エゾアイナメ 3.65%，タイ1.6%のj願と友っており根付魚が主位を占めている(第 3SJ参

照)。

叉，昭和45年における榛本船，タイヤ魚樵刷用漁期別魚種別漁獲表は第4表のとおりで，大体6

__7月か主に利用され，一方魚種ではエゾメバルとタイの漁期が 10月までの長期にわたっているの

が注目される。

円
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第 4表 昭和 45年タイヤ魚保利用漁崩方iJ魚種別漁獲表
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N 誠査の成朱および今後の謀通

1. 調査の成呆

8月 9月

(1) タイヤ魚儀設置後根付魚の蛸集か確認された。

10月 11月i12月!摘 要

斜却は魚繰で操業し
た月

6. 7月は 3枚網に
よる操業

8. 9月は lヱド釣に

よる操業で主として

観光漁菜

(2) 6月から 7月にかけてタイヤ魚僕付近から三枚網Kよって， ヒラメカレイ数，メバノレ棋の漁獲か

みられてきた。

2. 今後の諒題

(1) 耐和 45年度Kおいて水中テレビKよる積重調査を実施したところ，ほとんどの魚僚が 1組づっ

1-2mの間隔で分散しているのが観察された。魚儀をある程度集積して根付魚の集魚を多くする

ためKは，分散を防止するような方法を構じて設置すればなお一層集魚効果か増大するものと考え

られる。

(2) 標本船では三干文網漁法で魚篠付近から漁獲をあげているので. 4 6年度は一本釣の外，三枚網に

よる漁業試験を実施し，魚犠効呆の及ぶ組闘を調査する。
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